
いちごドリルプリント

弥生時代 名前

問1 兵庫県神戸市の桜ヶ丘町などで出土した、釣り鐘のような独特の形をした弥生時代の青銅器について述べた文として、最も適切なものはどれで
すか。なお、この青銅器の表面には、当時の生活の様子や幾何学的な文様が描かれていることがあります。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. 古墳の副葬品として納められた、
馬に装着する鉄製の装具である

2. 縄文時代の集落で見つかる、魔除
けのために作られた土偶である

3. 魏の皇帝から邪馬台国の女王に贈
られたとされる銅鏡である

4. 狩猟や農耕の様子が描かれた、祭
祀に用いられた銅鐸である

問2 縄文時代末期に大陸から北九州地方へ稲作が伝来したことにより、その後の社会の仕組みはどのように変化しましたか。最も適切な説明を選び
なさい。 （2016年 奈良県公立入試 類似）

1. 米を貨幣として使用する制度がす
ぐに確立し、中央集権的な国家が全
国に一斉に誕生した。

2. 大陸との交易が独占されたため、
各地の集落が独立したまま争いのな
い平和な時代が続いた。

3. 全国で狩猟や採集が完全に行われ
なくなり、全ての集落が移動をしな
い定住生活を同時に開始した。

4. 食料の保存が可能になったことで
、蓄えの多寡による富の差や、土地
や水をめぐる争いが生じるようにな
った。

問3 稲作が朝鮮半島から伝わり、人々の生活が変化した時代に使用された道具の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2018年 北海道公立入試 類似）

1. 日本独自の貨幣として、富本銭が
発行された

2. 権力者の墓の周囲に並べるために
、埴輪が作られた

3. 豊作を祈る祭りなどのために、青
銅器である銅鐸が使われた

4. 魔除けや食物の豊かさを祈り、土
製の人形である土偶が作られた

問4 弥生時代の文化を象徴する遺物である「銅鐸」について、その使用目的や出土傾向を正しく説明しているものはどれか。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. 実際の戦いや狩猟で使用するため
の実戦的な武器として、東日本を中
心に広く普及した。

2. 最新の農耕技術を伝えるための工
具として、兵庫県や島根県などの沿
岸部のみで限定的に使用された。

3. 豊作を祈るための祭りの道具とし
て用いられ、滋賀県や和歌山県を含
む近畿地方で多くの出土が確認され
ている。

4. 縄文時代から続く伝統的な風習に
おいて、死者を埋葬する際に手足に
装着する装身具として使われた。

問5 日本の弥生時代中期には、現在の千葉県茂原市に位置する宮ノ台遺跡から出土した「宮ノ台式土器」に代表されるような地域独自の文化が見ら
れました。この日本の弥生時代中期と同じ頃、地中海周辺を中心とする世界ではどのような歴史的な動きがありましたか。 （2023年 千葉県公立入試

類似）

1. メソポタミアでハンムラビ王が法
典を整え、周辺地域を統一した。

2. 中国で殷（商）が成立し、祭祀に
用いるための精巧な青銅器が作られ
ていた。

3. ローマが領土を拡大し、地中海一
帯を支配するローマ帝国となった。

4. エジプトで巨大なピラミッドが建
設され、王の強大な権力が示されて
いた。

問6 弥生時代に邪馬台国の卑弥呼が、中国の魏に使いを送った政治的な理由として、当時の社会背景を踏まえた説明として最も適切なものを選択し
てください。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 鉄製農具の使用を全国に普及させ
るため、魏から大量の鉄資源を安価
に輸入する独占的な貿易ルートを確
保するため。

2. 「倭国大乱」と呼ばれる国内の激
しい争いを鎮め、魏の皇帝から称号
を得ることで国内における統治の正
当性を示すため。

3. 日本列島に迫っていた魏の軍事的
侵攻を回避するため、多額の貢ぎ物
を持参して講和を結ぶため。

4. 律令国家の仕組みを学ぶために、
魏の進んだ法制度や官僚機構を日本
に導入して中央集権化を図るため。

問7 3世紀前半の倭（日本）において、邪馬台国の女王である卑弥呼が中国の魏に使いを送った背景と、その結果として得られたものについて説明し
た文として最も適切なものはどれですか。 （2015年 岐阜県公立入試 類似）

1. 仏教などの新しい文化や技術を取
り入れるため、百済を通じて大陸と
の国交を樹立し、高度な官僚組織を
構築しようとした。

2. 後漢の皇帝から金印を授かること
で、九州北部を中心とした小国の連
合を強固なものとし、大陸との交易
を独占しようとした。

3. 中国の唐から律令制度を導入する
ために遣唐使を派遣し、天皇を中心
とした中央集権国家の仕組みを整え
ようとした。

4. 中国の魏の皇帝から「親魏倭王」
の称号や多数の銅鏡などを授かるこ
とで、自らの権威を国内に示し、統
治を安定させようとした。

問8 弥生時代の代表的な遺跡である佐賀県の吉野ヶ里遺跡について、その集落の構造を説明した記述として最も適切なものを次から選びなさい。
（2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 大規模な公共事業を行うため、周
囲の山を削って平地を作り、規則正
しく住居が並んでいる。

2. 外敵の侵入や攻撃を防ぐため、集
落の周囲に深い溝（濠）を掘り、さ
らに柵を巡らせている。

3. 交易を円滑にするため、海岸線に
沿って長い石垣が築かれ、港の機能
を中心としている。

4. 収穫した稲をネズミや湿気から守
るため、床を高くした高床倉庫が集
落の中心に配置されている。

問9 ある博物館の「原始・古代」の展示室にて、3世紀の日本の様子を調査するために注目すべき史料や展示品の説明として、正しいものはどれです
か。 （2015年 岐阜県公立入試 類似）

1. 飛鳥時代の政治状況を示す「古代
の戸籍」の断片と、仏教伝来の様子
を描いた壁画の模写。

2. 志賀島で発見された「漢委奴国王
」の金印と、当時の北九州の王が後
漢へ朝貢したことを示す記述。

3. 日本最古の貨幣とされる富本銭と
、大宰府跡から出土した当時の外交
官の記録。

4. 中国の歴史書『魏志倭人伝』の記
述と、邪馬台国の女王が魏の皇帝か
ら授かったとされる多数の銅鏡。

問10 弥生時代に作られた青銅器のうち、釣鐘のような形をしており、表面に流水などの幾何学模様が施されている祭祀の道具を何というか。 （2026年

新潟県公立入試 類似）

1. 銅鏡 2. 銅鐸 3. 石包丁 4. 銅剣

問11 弥生時代に大陸から伝わり、日本の社会を大きく変化させた稲作の広がりについて述べた文として、正しいものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試

類似）

1. 稲作の普及により、それまで使わ
れていた打製石器がすべて消失し、
すべてが青銅器や鉄器に置き換わっ
た。

2. 稲作は日本全土に均一に広まり、
北海道や沖縄においてもこの時期に
大規模な水田開発が行われた。

3. 稲作は九州から始まり、東北地方
まで広がったが、当時の気候や環境
の影響もあり北海道や沖縄を除く地
域に定着した。

4. 稲作が伝わった直後に大王（おお
きみ）と呼ばれる強力な支配者が現
れ、全国の開墾を命令した。

問12 千葉県茂原市の宮ノ台遺跡から出土した、弥生時代中期の代表的な土器である「宮ノ台式土器」が作られていた頃の世界情勢について、日本の
状況と関連付けて説明したものとして正しいものはどれですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 日本では狩猟や採集が生活の中心
であり、世界ではエジプト文明にお
いてピラミッドが建設されていた。

2. 日本では仏教が伝来し聖徳太子が
政治を行っていたが、世界ではメソ
ポタミアでハンムラビ王が法典を制
定した。

3. 日本では稲作が定着し、地域ごと
に特色ある土器が作られる一方で、
西洋ではローマ帝国が地中海を支配
していた。

4. 日本では鉄器の使用が始まったば
かりであったが、世界では中国の殷
（商）が文字や青銅器を使用し始め
ていた。
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

狩猟や農耕の様子が描かれた、祭祀に用いら
れた銅鐸である

釣り鐘状の青銅器は銅鐸と呼ばれ、弥生時代の文化を象徴する遺物です。銅鐸の表面には、当
時の人々が狩りをする姿や、高床倉庫、稲作の様子などが浮き彫りで描かれているものがあり
、文字のない時代の生活を知るための重要な手がかりとなっています。縄文時代の土偶や、古
墳時代の鉄製武具とは時代や特徴が異なります。

問2 答え 4
食料の保存が可能になったことで、蓄えの多
寡による富の差や、土地や水をめぐる争いが
生じるようになった。

稲作によって収穫された米は、それまでの狩猟・採集による食料とは異なり、長期保存が可能
でした。これが余剰生産物としての「富」を生み、それを管理するリーダーの出現や、有利な
土地を確保するための集落間の紛争、さらには身分の格差へとつながり、社会の構造を大きく
変える要因となりました。

問3 答え 3
豊作を祈る祭りなどのために、青銅器である
銅鐸が使われた

稲作が始まり、金属器が使用され始めたのは弥生時代です。この時代には、実用的な鉄器とと
もに、祭祀用として銅鐸などの青銅器が作られました。土偶は狩猟採集中心の縄文時代、埴輪
は古墳時代、富本銭は飛鳥時代のものです。

問4 答え 3
豊作を祈るための祭りの道具として用いられ
、滋賀県や和歌山県を含む近畿地方で多くの
出土が確認されている。

青銅器はもともと大陸では武器や工具として使われていたが、日本に伝わると祭祀用の道具（
祭器）として大型化・薄肉化した。銅鐸はその代表例であり、出土数の統計においても兵庫県
、島根県、徳島県に次いで、滋賀県や和歌山県といった近畿圏で多く見つかっていることが特
徴である。

問5 答え 3
ローマが領土を拡大し、地中海一帯を支配す
るローマ帝国となった。

弥生時代中期の日本は、紀元前後を中心とした時期にあたります。この時代、地中海世界では
都市国家から発展したローマが周辺諸国を征服し、広大な領土を持つローマ帝国として全盛期
を迎えようとしていました。一方で、選択肢にあるエジプトのピラミッド建設や殷の青銅器文
化、ハンムラビ王による統一などは、いずれも日本の弥生時代よりさらに数千年から千年以上
前の出来事です。

問6 答え 2
「倭国大乱」と呼ばれる国内の激しい争いを
鎮め、魏の皇帝から称号を得ることで国内に
おける統治の正当性を示すため。

2世紀後半の日本は「倭国大乱」と呼ばれる激しい内乱状態にありました。これを収めるため
に共立されたのが女王卑弥呼です。彼女が魏に使いを送った主な目的は、中国という当時の東
アジアの超大国から「親魏倭王」という称号を授かることで、国内の他の勢力に対し、自分が
正当な支配者であることを誇示することにありました。授かった銅鏡などの宝物も、その権威
を裏付ける道具として利用されました。なお、律令制度の導入は飛鳥時代以降の課題であり、
この時期の目的ではありません。

問7 答え 4
中国の魏の皇帝から「親魏倭王」の称号や多
数の銅鏡などを授かることで、自らの権威を
国内に示し、統治を安定させようとした。

当時の日本には文字による自国の記録がなかったため、中国の歴史書である『魏志倭人伝』が
貴重な史料となります。卑弥呼は中国の三国時代における「魏」へ朝貢し、皇帝から認められ
ることで、国内における政治的・宗教的な権威を高める狙いがありました。授けられた「親魏
倭王」という称号や、当時の宝物であった銅鏡は、その権威を裏付ける象徴となりました。

問8 答え 2
外敵の侵入や攻撃を防ぐため、集落の周囲に
深い溝（濠）を掘り、さらに柵を巡らせてい
る。

弥生時代に稲作が普及すると、土地や水をめぐる争いが起こるようになりました。集落を敵か
ら守るために、周囲に「濠（ほり）」と呼ばれる深い溝を掘ったり、木製の「柵」を立てたり
する防御的な構造が取られました。このような集落を「環濠集落」と呼び、佐賀県の吉野ヶ里
遺跡はその大規模な例として知られています。

問9 答え 4
中国の歴史書『魏志倭人伝』の記述と、邪馬
台国の女王が魏の皇帝から授かったとされる
多数の銅鏡。

3世紀の邪馬台国の時代は、文献史料を中国の『魏志倭人伝』に頼る必要があります。そこに
は卑弥呼が「魏」の皇帝から鏡などを贈られたことが記されており、考古学の分野で出土する
銅鏡との関連が研究されています。選択肢にある「金印」は1世紀、「戸籍」や「富本銭」は7
世紀後半以降のものであり、3世紀の状況を示すものではありません。

問1
0

答え 2
銅鐸

弥生時代には大陸から金属器の技術が伝わり、青銅器と鉄器がほぼ同時に使われ始めました。
青銅器のうち、釣鐘の形をした銅鐸は、主に近畿地方を中心に分布しており、豊作を祈るため
の祭りの道具として用いられたと考えられています。

問1
1

答え 3
稲作は九州から始まり、東北地方まで広がっ
たが、当時の気候や環境の影響もあり北海道
や沖縄を除く地域に定着した。

大陸から伝わった本格的な稲作は、九州北部から始まり、次第に本州、四国、東北地方へと広
がっていきました。しかし、冷涼な気候の北海道や亜熱帯の沖縄にはこの段階では定着せず、
それぞれの地域で独自の文化が営まれました。大王の出現は後の古墳時代のことです。

問1
2

答え 3
日本では稲作が定着し、地域ごとに特色ある
土器が作られる一方で、西洋ではローマ帝国
が地中海を支配していた。

宮ノ台式土器が作られた弥生時代中期は、日本列島で稲作を基盤とした社会が確立し、小国が
形成され始めた時期です。これと同じ時期、世界の西側ではイタリア半島から勢力を伸ばした
ローマが、北アフリカや西アジアを含む地中海一帯を版図に収める巨大な帝国を築いていまし
た。歴史学習においては、日本の時代区分と世界の大きな出来事を結びつけて理解することが
重要です。


